
ヨコハマＲ
リデュース

委員会 第９回全体会議 
日時：平成 27 年３月 26 日(木) 

15：00~16：25 
場所：松村ビル本館地下１階会議室 

 
 
１ 開会 
（３Ｒ推進課長あいさつ要旨） 

 本委員会も今回で９回目となるが、委員の皆様には幅広い分野からご出席いただいてお

り、とても貴重な委員会だと感じている。 
 本日も、各報告事項において委員の方々からの報告や所属の活動紹介をいただくことに

なっている。 
 委員会の活動としては、寄せられた提案等について検討する役割も担っているが、様々

な分野の委員の皆様が一同に介する貴重な場であるので、この場を活用いただいて、情報

交換や意見交換をしていただきたい。 
 
（事務局からの報告・連絡） 

・委員交代に伴う新委員の紹介（日本チェーンストア協会様） 
・委員の訃報と、新委員の紹介（横浜市町内会連合会様） 
 
２ あいさつ 
（委員長あいさつ要旨） 

先日、「横浜市廃棄物減量化・資源化等推進審議会」において、リデュースの推進、ごみ

の減量化について報告があった。横浜市は大変先進的な取組を進めている一方で、今後に

向けてますますごみを減らしていこうということが確認された。次年度の大きなポイント

としては、出たごみをリサイクルに回すということも大切だが、ごみそのものを減らすリ

デュースを推進するとともに、食品ロスを減らすということが目玉になるとのことだった。

本日の会議においても、食品ロス削減に関連した取組について紹介されると思うが、横浜

市はいろいろな取組をしていると感心している。 
本委員会の委員の皆様は様々なアイデアを出してくださっているが、良い取組だからこ

とそれに関連する皆様が市民の皆様に周知して実践いただくことが重要だと思う。 
その場として本委員会はアイデアを出したり、意見交換をしたり、市民の皆様に届くよ

うな形の場であり、非常に貴重な機会だと思っているので、引き続きこの委員会が果たす

べき役割は大きい。そのためには、次年度に向けて皆様の知恵をお借りすることになると

思うので協力をお願いしたい。 
３ 議事 
（１） 報告事項 

・「マイボトルスポット」の取組状況について（資料１のとおり報告） 
・「食品ロス削減」啓発映像の活用状況について（資料２のとおり報告） 



・「割り箸・レジ袋等削減キャンペーン」の結果について（資料３のとおり報告） 
 

 （報告事項に関する質疑応答） 

 委 員：「食品ロス削減」啓発映像について、活用状況の報告は理解できたが、他の委

員の皆様にもわかるよう、映像の放映先がわかるページのＵＲＬ等の紹介が

必要ではないか。  
 事務局：「ヨコハマＲひろば」ウェブサイトのトップページにも掲載しており、ページ

のＵＲＬが分かるものについては後ほど配付させていただく。 
 委員長： 前年度、本委員会で、完成した「食品ロス削減」啓発映像を上映していただ

いたが、このような取組をぜひ委員の皆様に見ていただきたい。 
 委 員：「食品ロス削減」啓発映像を缶・びん・ペットボトルの選別施設へ小学校４年

生を中心とした施設見学者に映像を流す取組を行っている。家庭に持ち帰っ

て、家族と話し合うという機会になっているのではないかと思う。 
 委 員：映像のＤＶＤは貸し出ししているのか。 
 事務局：貸し出しという形ではないが、ご要望があればお渡しできる。 
 事務局：映像の活用としては、本市としても各種イベント等に出向いてＰＲを行って

いる。各収集事務所においても、区内のイベントや出前講座等で場面に応じ

て活用している。皆様の目のつくところで放映していきたいと考えている。 
 委員長：「横浜市廃棄物減量化・資源化等推進審議会」でも、平成 27 年度は「食品ロ

ス削減」に力を入れていくという報告があったので、様々な場所で活用され

ると良いと思う。 
 
（２） 委員による活動紹介、意見交換 

 ・公益社団法人 日本包装技術協会様の活動について（資料４・５のとおり紹介） 

 

 （活動紹介に関する質疑応答、意見交換） 

 委員長：包装の高機能化は、結果的に商品のロングライフ化・鮮度保全がされること

になり、「食品ロス」の中の手つかず食品の削減にもつながる。また、これま

で過剰に包装されていたものも高機能化により安全性などが保たれるのであ

れば、包装には重要な役割がある。 
     高機能化と環境配慮、コスト削減等にいろいろな努力をされていると思うが、

その中で、画期的に発展している部分や課題となっている部分はどのような

ことがあるか。 
 委 員：包装の必要最低限の安全性保持や重量の削減、コスト削減が進んでおり、包

装自体も軽量化されている。包装技術や品質管理等についても、各企業が努

力をしており、より安全な商品ができるようになってきている。また、製造

管理、製造過程の向上も進んでおり、包装材料の高機能化が達成してきてい

る。 
 委員長：技術が進んで、包装材料の軽量化が実現されるとコストも削減され、環境負

荷も低減できる道筋があるということだと思う。 



 委 員：資料にある包装・容器の出荷額は国内の金額か。 
 委 員：輸入されているものは統計に含まれていない。包装材料が輸出しているとい

うのはあまり例がないが、最近はプラスチック製品であれば、中国をはじめ

としたアジア圏から輸入している例がある。 
     また、食品や日用品は現地生産しているものは海外調達をしていると思う。 
 

（３） 平成 27 年度の活動について 
（事務局より資料６・７のとおり報告） 

 
４ 情報提供 等 
・３Ｒ夢プラン啓発ツールの紹介 

 
５ その他 
 
６ 閉会あいさつ 
（企画調整担当部長あいさつ要旨） 

 平成 25年度に制作した「食品ロス削減」啓発映像については、本市でも様々は場面で活

用させていただいている。平成 26 年度は、「ヨコハマ３Ｒ夢プラン第二期推進計画」のス

タートの年であり、現在の推計では、資源化量も大幅に減っており、容器包装の減量化や

紙類の減量化などが見られ、皆様がいろいろな形で取り組まれている成果だと思う。 

 また、生ごみの削減についても、「食品ロスの削減」、「水切り」など様々な取組を進めて

いくが、市民への啓発は、市民・事業者の皆様のアイデアも必要となるので、引き続きご

協力をお願いしたい。 
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